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★外科診療体制について（金曜日休診） 
 金谷洋医師の退職に伴い、当院の外科（消化器）常勤医師は佐藤敏行医師１名となりまし

た。このため、信州大学からの応援をいただきながらの診療体制といたします。なお、金曜

日は休診させていただきますので、地域連携におきましてしばらくの間ご迷惑をおかけます

がご理解ご協力をお願いいたします。 
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 発行責任者 中川 真一 

ＪＡ長野厚生連 安曇総合病院 

北安曇郡池田町大字池田3207番地1 

  直通電話：0261-61-1455 

  直通fax   ：0261-61-1456 

 診療報酬の改訂があり、昨年より慌しく新年度が始まりました。新たに、３人の常勤医

師・後期研修医が着任しました。気持ちを新たに、地域医療・病診連携・病病連携・病薬

連携につとめたいと思います。本年度もよろしくお願いいたします。 

   【高瀬川に架かる橋その６：安曇橋（安曇野市）】 
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今
回
は
、
内
山
紀
子
先
生
（
安
曇
野
市
穂
高
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
に
こ
や
か
に
楽
し
く
お
話

い
た
だ
き
、
元
気
を
も
ら
え
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
（
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き
手
・
地
域
医
療
連
携
課

山
﨑
） 

 
 

 
池
田
町 

― 
お
昼
休
み
に
お
邪
魔
し
ま
す
。
待
合
室
に

は
大
勢
患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
ね
。 

内
山 

そ
う
で
も
な
い
で
す
。
皮
膚
科
は
大
勢

の
患
者
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
か
な
い
と
や
り
く

り
が
大
変
な
ん
で
す
。 

― 

私
は
、
先
生
と
同
じ
池
田
町
会
染
出
身
で
、

先
生
の
お
父
さ
ん
に
は
家
庭
医
と
学
校
医
で
家

族
み
ん
な
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
穂
高
に

開
業
さ
れ
て
ど
の
く
ら
い
経
ち
ま
す
か
。 

内
山 

私
も
住
民
票
は
池
田
町
に
あ
っ
て
こ
こ

へ
は
通
っ
て
い
ま
す
。
開
業
し
て
２
４
年
に
な

り
ま
し
た
。
友
人
よ
り
開
業
す
る
な
ら
患
者
さ

ん
が
通
院
し
や
す
い
場
所
が
い
い
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
穂
高
と
豊
科
を
候
補
に
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
場
所
を
選
ん
で
正
解
で
し
た
。 

 

歯
科
医 

― 

や
は
り
、
お
父
さ
ん
が
医
師
で
あ
っ
た
こ
と

が
医
師
に
な
る
き
っ
け
で
し
た
か
。 

内
山 

私
に
は
弟
が
い
ま
し
た
。
昔
は
男
が
家

を
継
ぐ
の
が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら
、
初
め
は

母
か
ら
の
勧
め
で
歯
科
医
師
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
弟
を
亡
く
し
た

の
で
高
校
生
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
医
師
に
な
ろ

う
と
決
め
ま
し
た
。 

― 

皮
膚
科
を
選
ば
れ
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
。 

内
山 

法
医
学
が
面
白
く
て
、
で
き
れ
ば
そ
の
道

に
進
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
医
師
と
し
て
生
計

を
立
て
る
に
は
難
し
い
の
で
皮
膚
科
を
選
び
ま

し
た
。
出
産
な
ど
が
あ
り
信
州
大
学
の
配
慮
か
ら

病
院
勤
務
は
自
宅
近
く
の
安
曇
病
院
だ
け
で
し

た
が
、
当
時
は
職
員
の
名
前
と
顔
が
覚
え
ら
れ
る

人
数
で
し
た
か
ら
和
気
藹
々
と
楽
し
く
で
き
ま

し
た
。
以
前
に
比
べ
、
女
性
の
医
師
が
増
え
ま
し

て
、
信
大
の
皮
膚
科
医
は
半
数
が
女
性
の
よ
う
で

す
。 

― 

開
業
さ
れ
て
診
療
に
変
化
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。 

内
山 
こ
れ
も
不
景
気
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
患

者
さ
ん
は
皮
膚
疾
患
が
一
カ
所
だ
け
で
は
受
診

し
ま
せ
ん
ね
。
二
カ
所
・
三
カ
所
に
（
時
に
は
五

カ
所
）
増
え
た
ら
来
院
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
な

ぜ
か
患
者
層
は
私
の
年
代
の
方
中
心
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
（
笑
）
開
業
す
る
と
診
療
と
経
営
の

両
方
を
担
う
の
で
、
仕
事
は
増
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
宮
仕
え
が
苦
手
で
す
か
ら
開
業
の
ほ
う
が

あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 
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開
業
も
ご
苦
労
が
あ
り
ま
す
ね
。 

内
山 

一
応
、
長
男
が
皮
膚
科
医
の
道
を
進
ん
で

い
ま
す
か
ら
将
来
は
継
い
で
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 
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お
休
み
の
日
は
ど
の
様
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
か
。 

内
山 

診
療
の
た
め
平
日
で
き
な
い
家
の
こ
と

を
あ
れ
こ
れ
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
本
を
月
に

二
冊
位
の
ペ
ー
ス
で
読
み
ま
す
。
法
医
学
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
科
学
捜
査
班
、

B
o
n

es

、
フ
ロ
ス
ト
、
ポ
ワ
ロ
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
る
の
が
好
き
で
す
。
ホ
ラ
ー
物
は
苦
手
で
す
。 

 

医
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先
生
は
診
療
に
対
し
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
ま
す
か
。 

内
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医
者
で
は
な
く
、「
医
師
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
社
会
に
な
れ
ば
と
普
段
か
ら
思
い
ま

す
。
驕
る
よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
良
く
勉
強

し
て
プ
ラ
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ド
を
持
っ
て
信
頼
さ
れ
る
職
業
に

し
た
い
で
す
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当
院
や
病
診
連
携
に
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま

す
か
。 

内
山 

皮
膚
科
の
先
生
方
に
は
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
病
院
に
は
、
紹
介
患
者
さ
ん
は
一
旦

は
引
き
受
け
て
、
担
当
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
専

門
機
関
へ
紹
介
い
た
だ
く
連
携
の
ハ
ブ
的
な
役

割
を
し
て
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
大

変
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。 

― 

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

内山皮膚科ｸﾘﾆｯｸ 

ご紹介 
 

所在地：安曇野市穂高 
    5952-2  
電 話：0263-82-8050 

標 榜：皮膚科 

（日本皮膚科学会認定 

 皮膚科専門医） 

診療日：月・火・水 

    金・土曜日 

 



 *当院の開催する行事のうち、院外の関係者や連携登録医の皆さんが参加可能な 

会につきましてはご案内をさせていただいてます。お時間・ご都合がつきましたら 

ご遠慮なくご参加ください。 

 3月11日、当院会議室において「ReversedＣＰＣ当院の症例から（検査データ

の検討）」と題し開催しました。信州大学病態解析診断学講座教授本田孝行先

生をｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰにお招きし、約2ヵ月にわたる不明熱の後死亡した53才女性の

症例を検討しました。本田教授から患者の血液検査ﾃﾞｰﾀについての解析説明が

ありました。主訴・現病歴・症状は排除し検査値からのみ解析することがﾎﾟｲﾝﾄ

である紹介がありました。。院内外から様々な職種の62名が参加し、いつもと

は違う切り口からの臨床病理検討会になりました。   

 3月16日、当院会議室で初期研修と後期研修を修了した３名に対する修了式を行な

いました。研修期間中は、地域の先生方に温かいご指導をいただきありがとうござい

ました。 

  初期研修修了者：和田洋典（4月から信州大学病院呼吸器・感染症内科） 

  整形外科後期研修修了者：王子嘉人（引続き当院整形外科） 

  精神科後期研修修了者：古田 康（引続き当院精神科） 

 2月23日、当院会議室で「安曇総合病院の緩和ケアの実践報告」と題し開催しまし

た。花岡孝臣医師・窪田和弘薬剤師・西山照恵看護師・宮澤真妃美訪問看護師がそれ

ぞれの立場で実践している内容を報告しました。薬剤がチューブに詰まってしまう事

例の解決策を参加者で検討するなど、緩和ケアに対する共通知識を深める懇話会とな

りました。（薬剤師・職員41名参加） 

 3月12日、当院会議室で松本歯科大学障害者歯科学講座教授小笠原正先

生の「循環器疾患と歯科～抗血栓薬と感染性心内膜炎～」の講演を中心

に開催しました。歯科分野の講演会ではありましたが歯科治療と抗血栓

薬についての内容で、医科の先生方も大勢参加いただき関心の高さを伺

いました。講演に先立ち、下里修一白馬診療所所長からの症例報告があ

り病院職員は地域診療所の苦労に触れることができました。（93名参加） 



 ●放射線カンファレンス（二水会）開催のおしらせ 

 5月12日（水）18：45から安曇総合病院外来棟３階健康管理室で 

 行います。気になる症例などありましたらお持ちよりください。 

 

 患者さんのご紹介等診療情報に関するお問い合わせ・ご要望は 

 地域医療連携課で承っています。 

    電 話   0261-61-1455  ＦＡＸ   0261-61-1456 

   Ｅ-mail az-gyomu@janis.or.jp 
     

    受付時間 平 日 ８時30分～17時 

         土曜日 ８時30分～12時30分（診療日に限る） 

30号の写真/現在の橋は、

平成4年12月完成。明科と

穂高を結びます。高瀬川は

まもなく合流し犀川となり

信濃川となり日本海へ。河

川敷にはポプラが自生し林

となっています。（2010.3）     

 

 

 

 ゴールデンウィークの診療は、次のとおりです。なお、診療科によっては 

臨時に休診する場合がありますのでご了承ください。 

 

 

 

  

   

 このたび、次のとおり異動がありましたのでお知らせします。 

  

   ★退職者（お世話になりました） 

       金谷 洋 （外科．3月31日） 

       市山 崇史（呼吸器内科．3月31日） 

       和田 洋典（初期研修．3月31日） 

       曽根原衛雄（ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ．3月31日） 

  

   ★採用者（よろしくお願いします） 

       福嶋 敏郎（呼吸器内科．4月1日） 

       青木 亮 （後期研修整形外科．3月1日） 

       平野 桂 （後期研修内科．4月1日） 

医師の異動について（3月・4月） 
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